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動観察と並行して実施した「誤った信念」課題の 通過で定義される「心の理論」の獲得前と獲得  
後の園児たちの行動・発話の事例分析を中心に既に報告した（子安・服部・郷式，2000a）。本稿  
は，誤った信念課題，カード配列課題，および新版K式発達検査の下位検査の縦断的分析結果を  
報告する。   
Premack＆Woodruff（1978）に始まる「心の理論（theoryofmind）」研究は，1983年以降，幼児の  
発達心理学的研究の分野において重要なテーマとして発展してきた（子安，1997a，1997b，1998，  
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方  法  





群名   1997年度   1998年度   1999年度   2000年度   
男7人  
GI    年長児 女4人   
計11人  
男2人  男2人  
GⅡ    年中児 女5人   
計7人  計7人  
男5人   男6人   男6人  
GⅢ           年少児   女3人  年中児   女3人  年長児   女3人  
計8人   計9人   計9人   
男4人   男5人   男6人  
GⅣ  年少児   女5人  年中児   女5人  年長児   女5人  
計9人   計10人   計11人   
男3人  男3人  
GV  年少児 女4人   
計7人  計8人   
男4人  
GⅥ  年少児 女4人   
計8人   
総 計  1997年度総計2（う人  1998年度総計25人  1999年度総計26人  2000年度総計27人   
【註】同一の行は同一集団であることを示す。転入・転出により，人数は行間で必ず  
しも一致しない。  












2．観察研究   





した。   

















3．個別調査研究   
3．1．調査者と対象児  
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てU組に在籍する園児全員である。   




は1999年調査と2000年調査のみで実施した。   
「おしごと」などの時間に園児に一人ずつ階下の小部屋に来てもらい，個別に調査を行なった。  
最初に「これから，動物のお人形さんを使った遊びと少しだけお勉強をしましょうね」と言って，  
以下のア～りの課題を順次実施した（固定順）。なお，言語応答はMDで記録した。   
ア．誤った信念課題   
材料は，赤い箱と青い箱（同時に机の上に出しておく），クマとサルの人形，ミニチュアのパ  
トカー。次のA～Dの手順で行なった。   
A．クマの登場：「クマさんは，パトカーで遊んでいました。クマさんは，パトカーを赤い箱  
に入れて出て行きました。」〔クマがパトカーを赤い箱にしまう；サルは不在〕   
B．サルの登場：「クマさんがいない時に，おサルさんがやってきました。おサルさんは，パ  
トカーを赤い箱から出して遊びました。おサルさんは，パトカーを青い箱に入れて出て行きまし  
た。」〔サルがパトカーを青い箱に移す；クマは不在〕   
C．クマの再登場：「クマさんが，もう一度パトカーで遊ぼうと思ってやって来ました。」〔サ  
ルは不在〕   
D．質問：次の3つの質問を①～③の順に行なった。   
①信念質問：「クマさんは，パトカーがどこにあると思っているでしょうか？」（正答は「赤い  
箱」）。   
②現実質問：「本当は今，パトカーはどこにありますか？」（正答は「青い箱」）   
③記憶質問：「最初，クマさんはパトカーをどこに入れましたか？」（正答は「赤い箱」）   
誤った信念課題の正答の基準は，信念質問，現実質問，記憶質問の3間にすべてに正解したも  
のを通過と見倣す厳密な定義に従った。   
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機械的課題（ころぷ）  
儒憾 壷透庵1  
行動的課題（アイス）  
意図的課題（熊人形）  
図＝ カード配列課題で使用した図版（服部敬子画）  












あるものは2点，コマごとの描写は1点，無反応は0点）で得点化した。   
ウ．新版K式発達検査課題   
新版K式発達検査の下位検査のうち「数選び4」，「積木叩き」，「4数復唱（3数復唱）」，「了  
解I」，「了解Ⅱ」，「了解Ⅲ」を検査の手引きに従って実施した。   
A．数選び4：10個の立方体の積木から4個を選ばせる課題。  
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て3問誤るまで行なった。   
C．4数復唱（3数復唱）：調査者が唱えた4数をそのまま復唱させる課題。用いた数系列は，  
「4739」，「2854」，「7261」の3つであり，3間中1間正答が通過の基準である。4  
数復唱が不可の時は，3数復唱ができるかどうかをチェックした。   
D．了解課題：年少児は，了解Ⅰから始め，不可が2つ連続するまで実施した。年中児・年長  
児は，了解Ⅱから始め，不可の場合は了解Ⅰに戻るが，了解Ⅱができたら了解Ⅲも  
実施した。いずれも，3間中2間正答が通過の基準である。   
了解Ⅰ：①お腹のすいた時には，どうしたらよろしいか。  
②眠たいときには，どうしたらよろしいか。  















基準とした正答／誤答（1点または0点）に分類して得点化した。   
以上の問題すべてが終わった後，「それでは，これでおしまいです。お約束してほしいことが  
一つあります。お友だちにこの部屋でどんなことがあったと聞かれたら，ぬいぐるみのクマさん  
やおサルさんと遊んだことしか言わないでね。お約束できますか？ じゃあ，さようなら。また  
遊ぼうね。お部屋に戻りましょうね。」と言って終了した。  
結  果  
各園児の誤った信念課題の「信念質問」，「現実質問」，「記憶質問」別の結果，カード配列課題  
の「機械的課題」，「行動的課題」，「意図的課題」別の結果，ならびに新版K式発達検査の「数選  






















学  誤った信念課題    カード配列課題  新版K式発達検査の下位検査  
群  
年   信念；現実   記憶  機械的；行動的   意図的  致選4  復唱4i復唱3   了解Ⅰ  了解□  了解皿   





児   MJ   
HY  男  5；2  ■   
ロ  ロ  2 1  0 1  0 1  口  0 u u  
年  
FM  0   
GⅢ  u   NY   
児  YD IY  男 男  4，9 4；7  
US  舅  4；5  0 0   
口  
＋ ＋ ロ ロ   
MS  男  4；1  0  ロ  ロ  0 0  0 0  0 0  0  口  ＋  口  0  NH  女  4；0                        0  
年                                                                     TJ  
↑   
GⅣ  
IY   
児  有子  女  3；S  KK  男  3；3                    1 t  O  
MK  女  3；3  O10     0  0 1  21111     u  O11     110l ll   
【註】1．年齢の欄の数字は，たとえば4；11は生活年齢「4歳11か月」を表す。  
2．誤った信念課題は，3つの質問全部に正答した場合を通過とみなす（信念質問のイタリックは通過を示す）。  
3．カード配列課題は，各課題の左が配列得点（2点満点），右がお話の評定得点（3点滴点）。   4．K式発達検査の「1」は通過，「＋」は実施せず通過とみなすもの，「－」は実施せずに不通過とみなすもの。  
5．GⅢ群のIYとGⅣ群の⊥ヱは別人である（下線の有無で区別）。  
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表31999年6月調査の誤信念課箇，カード配列課題，新版K式発達検査の結果  
学  誤った信念課題    カード配列課題  新版K式発達検査の下位検査  
群  
年   信念  現実  記憶  機械的  行動的  意図的  敬遠4  積木叩  復唱4  復唱3  了解Ⅰ  了解8  
HY  男  6；2  ノ      2 3  2 3  2 2    9    ＋  ＋  
FH  男  6；2  
年  
FM   
GⅢ  
YD    5；9  
児                                    IY  男  5；7                          u    YM  女  5；5                              US  男  5；4  0  ロ  ロ  2 3  2 2  0 2  ロ  6  0  ロ  ＋  u  
AR  男  5；2  J  ロ  ロ  2 3  2 2  0 1  ロ  5  0  ロ  ＋  ロ ロ 口 u  
年                                     u  
GⅣ  KK  男  4；3                          0  MK   女  4；3  J    ロ  11  11  0 1    4    ＋  ＋  
MM  女  4；0  0  ロ  ロ  11  0 1  0 1  0  ロ  0    ロ  
年                                      旦ヱ  男  3；11  ME  女  3；§                    口     0  
GV  
； 0  口  
【註ll．年齢の欄の数字は，たとえば4；11は生活年齢「4歳11か月」を表す。  
2．誤った信念課題は，3つの質問全部に正答した場合を通過とみなす（信念質問のイタリックは通過を示す）。  
3．カード配列課題は，各課題の左が配列得点（2点満点），右がお話の評定得点（3点満点）。   4．K式発達検査の「1」は通過，「＋」は実施せず通過とみなすもの，「－」は実施せずに不通過とみなすもの。  
5，GⅣ群の「AR」は途中転入。下線のある4人は，表2・表3の同じイニシャルの園児とは別人。GV群のFS    （男はをけることができなか 
）調査受ったので，この表からは省いた。  
表4 2000年6月調査の誤信念課鹿，カード配列課題，新版K式発達検査の結果  
学  誤った信念誅電    カード配列課蔑  新版K式発達検査の下位検査  
群  
年   信念  現実  記憶  機械的  行動的  意図的  数選4  積木叩  復唱4  復唱3  了解Ⅰ  了解H  
AR  1男  6；2  0  ロ  l  2 3  2 3  0 3  口  8  0  ロ  ＋  ロ  
MS  r男  6；1  
NH  女  6；1  
年  
TM    5；11  
GⅣ  ⊥エ  男  5；S                          ロ  
児                                    KT  女  5；S                              KK    5；3                          0    MK・  女  5；3  
HM  男  5；3  ■  ロ  ロ  2 3  2 1  0 2  ロ  6  ロ  ＋  ＋  ロ  
11  ロ  9  ロ  ＋  ＋  口  
年   
占＿ヱ＿    5；0  
GV    HA  女  5；1  J  ロ  ロ  2 1  2 1                    MM  女  5；1                          0   中                                u    TA  男  5；0                          0  
旦＿覧  女  4；6  
児  ME  女  4；9                          0    OY  男  4；8                          u                                  口  
吐旦  女  4；6  0  ロ  ロ  0 1  11  0 1  ロ  4  0  l  ＋  ロ  
IA  女  4；2  0  ロ  ロ  0 1  2 1  0 1  0    0      0  
年                                       NK  男  3；11  
IM  女  3；10  
GⅥ  
NM   




。   4．K式発達検査の「1」は通過，「＋」は実施せず通過とみなすもの，「－」は実施せずに不通過とみなすもの。   5．GⅣ群の「HM」とGV群の「TAJ「HA」は途中転入。下線の5人は，表2～4の同じイニシャルの園児とは別人。  
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表5 個人別・課題別の3年間の結果  
カード配列認  K式発達検     ．議題  
群  名前  性別  月齢  誤信念課題       新版           信念質問  機械的課題  行動的課題  意図的諌  数選び4  積木叩  4数復唱  3数復唱  了解Ⅰ  了解Ⅲ  了解Ⅲ  
少年中年長  年少年中年  年少年中年  年少年中年長  少年中年長  年少年中年長  年少年中年長  年少年中年長  少年中年長  年少年中年  年少年中年  年少年中年長   
NM  73  2  0  ＋  
IT   7l   0   0   ＋   0   0  
HA  69  2  2  十  十  
GI】  67   0   ＋  ＋   0   
MA  （〉6  0   ＋   
0  ＋  ＋  M   
KH   65 65   0   0   ＋  十   
HY  男  62 74  l l  2  2  0  2  0  2  l l   9  0 1 1 ＋ ＋ ＋  】 l  0 1  
FH  男  62 74  0 1  2  2  2  2  0 】  1 l   6  1 1 ＋ ＋  ＋  ＋  1 1  】 1  
KM  女  60 72  1 1  2  0  2  2  2  0  1 l   9  l l  ＋ 十 ＋  十  l 】  1 l  
FM  女  59 72  1 1  2  2  2  2  0  2  l l   9  O l 1 ＋ ＋ ＋  1 1  0 1  
GⅢ                                                                                                                                                                                   NY  7  1 1  ＋  十  ＋  十  1 1  O l  
YD   9  
IY   6   
YM  9  
しTS   64   6   
AR  男  62 74  1  0  2  2  ヱ  2  0  0  1 1  5  8  0  0  1 1  ＋  ＋  1 1  0 】  
MS  
NH   
TJ   
TM  女  4（S 58 7l  0  0 1  0  0  2  0 1  2  0  0  2  0 1 1  2  6  0  0  1  1 1 ＋  0  ＋  ＋  0 1 1  ＋  0 1  
GⅣ  
IY  男  44 57 68  0  0 l  0  0  2  0  2  0  0  0  0  0 1 l  7  5  0 1 l  0  ＋  †  0  ＋  十  0 1 1  ＋ 1 1  
KT  女  44 56 68  0  0 l  1 0  2  1 0  0  O 1 2  0 1 1  1 5  0 1 1  0  ＋  ＋  0  ＋ 1  0 】 0  ＋  0  ＿  
KK  男  39 51 63  0  0  0  0  0  2  0  2  2  0  0  0  0  0 1  0  5  0 1 1  1 ＋  ＋  1 ＋  0  0 1 0  ＋  0  ＿  
MK  女  39 51 63  O 1 1  O 1 2  2  1  2  1 0  2  1 1 1  4  2  O 1 1  l ＋  ＋  l ＋  ＋  O 1 1  ＋  0  0  
HM  男   63   2   2   0   6   ＋   ＋   
HA  女  61   2   2   9   ＋  ＋  0  
1＋・    l＋   
】IY  男  47 60  0  1  0  2  0  0  0  2  1 1  0  亡〉  1 l  ＋  ＋  l ＋  1 】  1 1  
GV  2   2   2   5   0   十   0  
ME  女  44 57  0  0  2  0  0  2  1 2  0 1  1 1  0 1  1 ＋  1 ＋  0 1  0  0  
OY  男  43 5（i  0  1  0  2  0  2  0  2  0  1  0  3  0  1  0  十  1 ＋  O l  
KK  
MS   
IA  女  50   0   0   2   0   0   0   0  
NK  男  47  0   0   0   0   0   0   0  
4る  0   0   2   0   0  0  ＋  0  
GⅥ  0   0   0   0   0   0   0   0   0  
43                     NM  男  0   2   0   0   0   0  
OY  0  0  0  0  ＋  0  
KY   0   0  0  0  0   0  0  
FT  男  42   0   0  0  ＋   0   
表6 誤った信念課題（1998年度）  
年 長  年 中  年 少  合 計  
正 答  7  5  0  12  
残 差  j．2‘≠5＊  0．5d7  －j．鋭け＊  
誤 答  0  4  9  13  
残 差  －ま24∫＊  tα5∂7  ま戊）j＊  
合 計  7  9  9  25  
＊F．05．  
表7 誤った信念課題（1999年度）  
年 長  年 中  年 少  合 計  
正 答  8  2  0  10  
残 差  j．乃2＊  －J．価7  －2．25対＊  
誤 答  1  8  6  15  
残 差  －j．〃2＊  J．亜7  2．2舛＊  
合 計  9  10  6  25  
＊p＜・αL  
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表8 誤った信念課題（2000年度）  
年 長  年 中  年 少  合 計  
正 答  8  4  0  12  
残 差  2．452＊  0．j〝  一j．OJ6＊  
誤 答  3  4  8  15  
残 差  一2．イ52＊  －0．j77  j．仇値＊  













表9 誤った信念課題（年度込み）  
年長  年中  年少   合 計  
正  23  11  0  34  
残差  ∫．j2β＊  －β．44ゴ  ーエα近＊  
誤  4  16  23  43  
残差  －5．j2β＊  0．＃j  エα花＊  




■誤 答  
口正 答   
年 少  年 中  年 長  
学   齢   
図2 誤った信念課題（年度込み）  
ー10－  
子安・郷式・服部：縦割り保育の幼稚園におけるトL、の理論」および関連する能力の縦断的研究  
表10 誤った信念課題：  表11 誤った信念課題：   
年少から年中への変化  年中から年長への変化  
GⅣ  GV 合 計  GⅢ GⅣ 合 計  
正一－→正  0   0  0  
誤－→正 1   2  3  
正→誤  0   0  0  
誤・→誤  8   4  12  
正→正  5  1  6  
誤一→正  3   6  9  
正→誤  0  1   1  
誤→誤 1  2  3  


















と違う点は，一つには被験児自身で課題の文脈を考える必要があるという点にあると思われる。   
カード配列課題について，全年度を込みにして，学齢別，課題別に平均得点および標準偏差  
（SD）を表12にまとめた。なお，得点範囲は0～2点で，完全正答（カードの順序が4放とも正  
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表12 カード配列課題（年度込み）  表13 機械的課題（年度込み）  
年 少  年 中  年 長  年 少  年 中  年 長 合 計  
機械的課題 0．亜   1．00   1．41  
（0．72） （0．98） 一（0．91）  
行動的課題 0．46  1．（氾  1．41  
（0．72） （0．駈） （0．83）  
意図的課蓮 0．14  0．71   1．耶  
（0．34） （0．85） （0．90）  
2 点   3  13  19  35  
残 差 －3．727＊  0．348  3．226＊  
1点   4  1  0  5  
残 差 2．532＊  －0．730  －l．699＊  
0 点  16  13  8  37  
残 差 2．465＊  0．012  －2．377＊  
（）内はSD  合 計  23  27  27  77  
＊p＜．僧．  
表14 行動的課題（年度込み）  表15 意図的課題（年度込み）  
年 少  年 中  年 長 合 計  年 少  年 中  年 長 合 計  
2 点   3  10  17  30  
残 差 －3．糾4＊  －0．254  3．174＊  
2 点   0  7  12   19  
残 差 一3．278＊  0．187  2．957＊  
1点  5  7  4   16  1点  4  5  5   14  
残 差 0．135  0．818  －0．948  残 差 －0．117  0．056  0．056  
0点 15  10  6  31  0点 19  15  10  羽  
残 差 2．914＊  －0．424  －2．372＊  残 差 2．947＊  －0．207  2．620＊  
合 計  23  27  27  77  合 計  23  27  27  77  






3．新版K式発達検査の結果   
新版K式発達検査の「数選び4」，「積木叩き」，「4数復唱」，「3数復唱」，「了解I」，「了解Ⅱ」，  
「了解Ⅲ」の結果は，表2（1998年調査），表3（1999年調査），表4（2000年調査）のそれぞれ  







ッシャー の直接法による検定を行ったところ，それぞれp＜．01で有意であった。  
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表16 数選び4（年度込み）  
年 少   年 中  年 長  合 計  
正 答  4  25  27  56  
残 差 －スノJ∂＊   2．β乃＊  j．！材9＊  
誤 答   19  2  0  21  
残 差  7〃∂＊   t2．β乃＊  －J．タイ夕＊  
合 計  23  27  27  77  





数  10  
5  
0  
■誤 答  
口正 答  
年 少  年 中  年 長  
学  齢  
図3 数選び4（年度込み）  












表17 4数復唱（年度込み）  
年 少   年 中   年 長  合 計  
正 答  5  17  22  41  
残 差 一4．（汐7＊  α乃β  j．J刀＊  
誤 答   1＄  10  5  33  
残 差  4．α）7＊  －α乃β   －j．J刀＊  
合 計   23  27  27  77  
＊p＜・05・  
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表18 3数復唱（年度込み）  
年 少   年 中   年 長  合 計  
正 答   16  27  27  70  
残 差 －4．252＊  2．朋9＊  2．αヲ9＊  
誤 答  7  0  0  7  
残 差  4．252＊  －2．Ojタ＊  －2．朋タ＊  
合 計   23  27  27  77  
＊p＜・05・  
図4 復唱課題の結果（年度込み）   
イツシヤーの直接法による検定を行ったところ，それぞれpく01で有意であった。   
「4数復唱」と「3数復唱」の結果を対比的に図示するために，学齢別の結果を示したものが  
図4である。   







表19 了解Ⅰ（年度込み）  
年 少   年 中   年 長  合 計  
正 答   15  26  26  67  
残 差 －j．刀j＊  ノ．乃J  J．乃J  
誤 答  8  1  1  10  
残 差  j．〃j＊  －J．乃ノ  ーJ．乃J  
合 計   23  27  27  77  
＊pく05．  













フィッシャーの直接法による検定を行ったところ，それぞれpく01で有意であった。   
最後に，「了解I」，「了解Ⅱ」，「了解Ⅲ」の結果を村比的に図示するために，学齢別の結果を  
示したものが図5である。  
表20 了解Ⅰ（年度込み）  
年 少   年 中   年 長  合 計  
25  22  52  
ま45J＊  J．夕2J  
2  5  25  
－ま45J＊  －ノ．92J  
正 答  5  
残 差 －エ戊）J＊  
誤 答   18  
残 差  5．のJ＊  
合 計  23  27  27  77  
＊pく05・  
表21 了解Ⅲ（年度込み）  
年 少   年 中   年 長  合 計  
11  21  33  
－0．2乃  4．550＊   
16  6  44  
0．2乃  －4．550＊  
正 答  1  
残 差 －4．45∂＊  
誤 答   22  
残 差  4．45∂＊  
合 計   23  27  27  77  
＊p＜．僧．  
屋詔  
年 中  
年 少 図5 了解課題の結果（年度込み）  
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図6 誤った信念課題の正誤によるカード配列課題得点の  
年度別結果  
表22 誤った信念課題とカード配列課題の関連（年度別）  
1998年度  1埜）9年度  20∝）年度  
誤信念課短  Rsherの  Fisherの  Fisherの  
直接確率   
機械的  正答  7  2  p＝．糾1   7  3  p＝．034   11 5  p＝．005   
課 邁  誤答  5  11  3 12  1 10   
行動的  正答  4  1  P．160   7  3  p＝．034   8  6  p＝．252   
課 題  誤答  8 12   n．S．   3 12  4  9  n．S．   
意図的  正答  2  1  F．593   5  1  p＝．023   8  2  p＝．007   
課 題  誤答  10 12   n．S．   5  14  4 13   




























図7 誤った信念課題の正誤によるK式発達検査総合得点の  
年度別結果  
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表23 誤った信念課題とK式発達検査課題の関連（年度別）  
1998年度  1999年度  2（X氾年度  
誤信念課題   Fisherの  Fisherの  Fisherの  
直接確率   
数選4  正答  12  6  p＝．（氾5   10  9  p＝．051   2 7  戸．003  
誤答  0   7  0  6   n．S．   0  8   
復唱4  正答  7  5  p＝．434   9  7  p＝．糾1   11  8  P・似3  
誤答  5  8   n．S．   1  8  1  7   
復唱3  正答  12 10  p＝．220   1 12  p＝・250   12 14  Fl・（X氾  
誤答  0   3   n．S．   0  3   n．S．   0  1  n．S．   
了解Ⅰ  正答  12  9  p＝．096   10 15  p＝1．（X刀   12  9  P・020  
誤答  0   4   n．S．   0  0   n．S．   0  6   
了解Ⅱ  正答  10  2  p＝．001   9 11  p＝・615   11  7  P．037  
誤答  2 11  1  4   n．S．   1  8   
了解Ⅲ  正答  7  2  p＝．鋸1   7  6  p＝．226   7  3  P．057  
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